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A Study of the Humanistic Education Using the Popular 
Entertainment in the Modern Society
　　― Comparison of the British and Japanese Salvation Army 
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Abstract：The prior study revealed that the Okayama orphanage Magic Lantern Brass Band, the Salvation Army Magic 
Lantern Brass Band and “Salvation Army Hymns had a mutually deep relationship with each other.  In addition, by ana-
lyzing the repertoire of initial Salvation Army Hymnal, the author confirmed the following features of the Tune that had 
been adopted as the Japanese Tune.
1)Works adopted were popular and entertaining songs for the general public.
2)Works adopted had already been accepted by the masses as musical band repertoire. 
So, this paper will examine the magic lantern slides the Salvation Army used (has used?) for social education, focusing 
on the optical lantern slides collection of the World Salvation Army history museum (WBC), based on the field work at 
the WBC in 2015.  The results will provide a perspective on historical transition of the method for social inclusion using 
popular entertainment, along with nurturing social morality and considering educational point of view.









































































































救 世 軍 の 幻 燈 に つ い て ま と め た ト ニ ー・ フ レ ッ
チャー『救世軍とシネマトグラフ 1897-1929：英国と
インドにおける信仰の壁掛け 』によると，1892 年 4





















④ドレの聖書物語　Dore’ s Biblical Pictures





























年 2 月の『社会報 The Social Gazette』に掲載された，








































私 た ち は 汚 れ た 隣 人 の 惨 め さ や 貧 し さ に 目 を 止
めるのに，幻燈というエンターテイメントの価値を




























年 2 月 11 日，横須賀で。同年 2 月 1 日付けの救世軍































































内容と考えられ， 先に挙げた 1902（M35）年年 2 月 1










































































































そ の よ う な 幻 燈 が 流 行 し た の は 1870 年 代 後 半 か
ら 1890 年代と言われ，そのピークはちょうど日清戦
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「軍楽隊の編成」1902（M35）年 2 月 1 日付け第 147 号
2 面
「青年会館に於る幻燈軍楽隊の初陣」1902（M35）年 2
月 15 日付け , 第 148 号 3 面
「横浜に於る幻燈音楽会」1902（M35）年 3 月 15 日付け

































は， ス ラ ム に お い て は， 真 の 姿 で あ る」＊ フ レ ッ
チャーによる『社会報 Social Gazette』からの引用
（Fletcher2015, 9）
6　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
7　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
8　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
9　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
10　「軍 楽 隊 の 編 制」『と き の こ ゑ』1902（M35）年 2
月 1 日，2 面
11　「軍 楽 隊 の 編 制」『と き の こ ゑ』1902（M35）年 2
月 1 日，3 面
12　「 二 百 五 十 燭 光 の ア ツ セ チ リ ン 瓦 斯（ ガ ス ） は
百三十枚の鮮明なる絵図を写して遺憾なく」（1902
134
（M35）年 2 月 15 日付け『ときのこゑ』第 148 号 3 面）
13　1902（M35）年 2 月 1 日付け『ときのこゑ』第 147
号 2 面
14　1902（M35）年 2 月 15 日付け『ときのこゑ』第 148
号 3 面
15　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用。
16　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用。
17　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用。
18　「幻燈音楽会の翌日」『ときのこゑ』1902（M35）
年 3 月 15 日，3 面























23　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
24　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
25　 フ レ ッ チ ャ ー に よ る 1895 年 の『 社 会 報 Social 
Gazette』2 月号からの引用
26　「青年会館に於る幻燈軍楽隊の初陣」1902（M35）
年 2 月 15 日付け『ときのこゑ』第 148 号 3 面
27　「横浜に於る幻燈音楽会」1902（M35）年 3 月 15 日
付け『ときのこゑ』第 150 号 3 面
28　「横浜に於る幻燈音楽会」1902（M35）年 3 月 15 日
付け『ときのこゑ』第 150 号 3 面
